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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
592

　　　179,737
12,405

世帯

講　演　会

義援金贈呈

ＲＵＵミニライブ

　地域人材の育成を図るため、本年度は、６月中旬から６月下旬にかけて、市内
４会場において、新たに就任された自治会長を対象に、「新任自治会長研修会」を
開催しました。
　本研修会の実施は、市自治会連合会として３回目となり、４会場・計６回の研
修会に、合計247人という多くの新任自治会長の皆さまにご参加いただきました。
当日は、会場周辺の自治会による活動事例の紹介をはじめ、「今、自治会に求めら
れていること」をテーマとした、地区自治会連合会会長・新任自治会長・各地区
地域活力推進員によりグループ討議とグループ代表者による結果発表、現在自治
会が抱える課題、これからの自治会をどうしていくかについての意見交換など、
たいへん有意義な研修会を実施することができたと考えています。
 （２面に関連記事）

平成23年度 自治会大会が開催されました!!平成23年度 自治会大会が開催されました!!

新しい地域のリーダーを迎えて…新しい地域のリーダーを迎えて…

７月９日（土）市民会館ホールにおいて、平成23年度自治会大会を開催しました。当日は、山口副市長を
はじめ、 衆議院、 参議院、 県議会、 市議会議員などのご来賓及び多くの自治会員の方々にご来場いただき、 盛大
に行われました。式典の部に先立ち、18万世帯の自治会員により集められた義援金約6,600万円を全自治会
員を代表し、田所会長から市へ贈呈しました。
式典の部では、地域活動功労者として、個人101名、８団体及び退任理事５名に感謝状が贈呈されました。
　また、第２部では、新潟中越沖地震の被災地である旧山古志村元職員、現在は、山古志復興交流館準備室
次長の齋藤隆氏を講師として招き、今後の相模原市の地域防災を考える場として「講演会」を行いました。
講演会の中で、「震災時、職務や避難より先に、家族の安否を確認したかったが、災害時の行動について家
族等と話をしたことが無かった。そのため日頃から少しでも、防災について家族や地域で話をすることが非
常に大切であると感じている」と特に強調され伝えられました。
　皆様は家族の避難場所は決まっていますか？小さなことからみんなで防災について考えましょう。
　講演会後、「さがみはらの祈りを歌とダンスにのせて被災地へ届けよう！」と題し、南区に事務所を構え
るスタジオチアリーのダンスチームと、RUU（本大会の司会者である「鈴木るみ」さんです！）によるミニ
ライブを実施し、会場は大いに盛り上がりました。
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６
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
け
や
き
会
館
で
各

地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
大
会
委

員
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
出
席
委
員
78
名
、
委
任
状

提
出
30
名
）

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

い
た
加
山
市
長
、
中
村
市
議
会

議
長
及
び
戸
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ

と
、
江
成
委
員
（
田
名
地
区
）

及
び
野
口
委
員
（
東
林
地
区
）

を
議
長
に
選
出
し
、
各
委
員
の

熱
心
な
審
議
の
結
果
、
次
の
議

案
・
報
告
が
決
定
・
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

議
　
案

①
平
成
22
年
度
事
業
結
果
報
告

②
平
成
22
年
度
収
支
決
算
報
告

③
監
査
報
告

④
平
成
23
年
度
事
業
計
画

⑤
平
成
23
年
度
収
支
予
算

（
敬
称
略
）
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憲
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清
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博
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安
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野
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道
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阪
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大
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石
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之
内
幸
廣

橋
　
　
本

鈴
木　

利
治	

川
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修
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忠
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天
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賢
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岩
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光
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小
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岡
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敦
夫	

森
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渡
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重
治

大 

野 

中

新
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崇
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渡
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俊
治

北
村　
　

司	

大
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幸
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小
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羽
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雄
右

伊
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英
男

大 

野 

南

阿
部　

𠮷
男	

荒
木　

一
英

平
成
23
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
所
会
長
あ
い
さ
つ

（
要
旨
）

　

皆
様
方
に
は
休
日
の
何
か
と
お
忙

し
い
と
こ
ろ
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
大
勢
の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
参

集
い
た
だ
き
、
自
治
会
大
会
が
盛
大
に

開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
公
私
と
も
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

と
存
じ
ま
す
が
、
多
く
の
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
は
、「
自
治
は
笑
顔
と
協
働
か

ら
」
の
合
言
葉
を
も
と
に
自
治
会
の
相

互
連
携
、
さ
ら
に
は
行
政
と
の
協
働
を

通
じ
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
心

が
け
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

方
に
も
こ
の
合
言
葉
を
念
頭
に
お
き

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、３
月
11
日
の
大
震
災
に
よ
り
、

日
本
全
国
が
未
曾
有
の
危
機
に
陥
っ
て

お
り
ま
す
が
、
自
治
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
被
災
地
の
た
め
に
少
し
で
も
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
３
月
末
か
ら
募

金
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
募

金
活
動
に
参
加
・
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、 改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

必
ず
「
地
域
の
絆
」
が
大
切
だ
と
言
わ

れ
ま
す
が
、「
地
域
の
絆
」
の
中
心
に

い
る
の
は
、
自
治
会
以
外
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
は
、 

交

通
、 

防
犯
、 

防
災
、 

生
活
環
境
、 

福
祉
、 

青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、 

活
動
は
多

岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

様
方
が
、
協
力
し
あ
っ
て
、
活
動
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

相
模
原
市
は
ま
だ
若
い
市
で
あ
り
、

人
口
増
加
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
新
規
の
加
入
者
が
人
口
増
加
に

追
い
つ
か
ず
、
自
治
会
加
入
率
が
わ
ず

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
低
下
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
豊
か
に
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
に
は
、

地
域
に
お
住
ま
い
の
住
民
の
地
域
活

動
へ
の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
地
域
づ
く
り
の
中
心
を
担
う

自
治
会
に
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
加
入

柾
本　
　

勲	

鎌
田　

裕
康

加
藤　

隆
一	

阿
部　

義
宏

大
　
　
沢

髙
橋　

岩
茂

田
　
　
名

内
山　

健
一	

金
井　

利
明

宮
﨑　

俊
輔	

江
成　

欣
司

上
　
　
溝

髙
橋　
　

功	

須
賀　

仲
男

紙
透　

七
藏	

石
井　
　

孝

麻
　
　
溝

辻　
　

義
春	

石
原　
　

武

井
上　

國
雄	

座
間　

邦
男

新
　
　
磯

小
原　

徹
浩	

小
島　

一
之

太
田　
　

明	

井
沢　
　

元

丸
塚　

正
眞

相 

模 

台

篠
塚
実
希
子	

今
野
豊
日
子

大
澤
美
弥
子	

九
嶋
由
五
郎

荻
野　

岩
雄	

加
藤　

敏
郎

相 

武 

台

長
屋　
　

康	

堀　

千
代
治

小
俣　

博
由	

小
谷
紘
一
郎

大
久
保
昌
生

東
　
　
林

髙
木　

秀
享	

大
石　

方
哉

髙
原　

和
男	

深
澤　

一
彰

城
　
　
山

鈴
木　

道
也	

中
戸
川
敏
彦

八
木　

球
貴	

木
村　

郷
水

津 

久 

井

大
塚　

利
之	

森　
　

道
明

落
合　

勝
司	

倉　

正
美

杉
本　

惠
司

相 

模 

湖

倉
田　

榮
二	

清
水　
　

恰

岸　
　

厚
夫	

神
保　

一
夫

石
井　

吉
彦

藤
　
　
野

多
村　

武
雄	
鈴
木　
　

實

和
智　

正
之	
杉
本　

信
一

石
井　

誠
治

 

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

清
新
４
丁
目
自
治
会	

（
清
新
）

新
淵
第
二
自
治
会	

（
大
野
中
）

自
治
会
法
人
中
和
田
自
治
会	（
大
野
南
）

田
名
自
治
会
連
合
婦
人
会	（
田
名
）

自
治
会
法
人
番
田
諏
訪
面
自
治
会	（
上
溝
）

青
葉
自
治
会	

（
相
模
台
）

自
治
会
法
人
新
宿
自
治
会	（
津
久
井
）

奈
良
本
自
治
会	

（
藤
野
）

 

退 

任 

理 

事

細
谷　
　

昇	

（
大
野
中
）

丸
塚　

幾
男	

（
相
武
台
）

藤
井　
　

保	

（
城
山
）

加
藤　

純
久	

（
相
模
湖
）

山
﨑　

光
正	

（
藤
野
）

　

今
年
度
、
相
模
原
市
で
は
、
市

内
592
の
自
治
会
の
う
ち
、
315
の
自

治
会
に
お
い
て
、
新
た
な
自
治
会

長
が
就
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
相
模
原
市
自
治

会
連
合
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、 

ま
た
、 

様
々
な
場
面
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る

皆
さ
ま
の
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を

支
援
す
る
と
い
う
目
的
で
、
今
年

度
で
３
回
目
と
な
る
、「
新
任
自

治
会
長
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

６
月
19
日
の
城
山
公
民
館
（
午

前
）、
藤
野
総
合
事
務
所
（
午
後
）

を
皮
切
り
に
、
６
月
25
日
の
南
区

合
同
庁
舎
（
午
前
・
午
後
）、
６

月
26
日
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
さ
が
み
は

ら
（
午
前
・
午
後
）
ま
で
、
４
会

場 

計
６
回
の
研
修
会
に
、
合
計
247

名
の
新
任
自
治
会
長
の
皆
様
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
相
模
原
市
の

平
成
23
年
度 

自
治
会
大
会

自
治
会
の
概
要
」
や
市
自
治
会
連

合
会
発
行
の
「
自
治
会
活
動
の
手

引
き
」
の
説
明
、
各
研
修
会
場
周

辺
の
自
治
会
関
係
者
に
よ
る
「
自

治
会
の
活
動
事
例
紹
介
」
を
行
い
、

そ
の
後
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
会
場
の
新
任

自
治
会
長
が
市
自
治
会
連
合
会
役

員
・
理
事
を
交
え
グ
ル
ー
プ
討
議

を
行
い
ま
し
た
。
討
議
で
は
、
日

ご
ろ
の
自
治
会
活
動
に
お
け
る
悩

み
や
、
自
治
会
が
抱
え
る
課
題
な

ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
新
任
自
治
会
長

は
も
と
よ
り
、
市
連
役
員
・
理
事

と
し
て
も
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
研
修
会
は
、
各
会
場
に
お
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年

度
も
、
新
し
い
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ま
に
対
す
る
支
援
の
一
つ

と
し
て
、
こ
の
研
修
会
を
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

が
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
自

治
会
連
合
会
・
地
区
自
治
会
連
合
会
・

592
の
単
位
自
治
会
が
地
域
に
あ
わ
せ

た
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
力

強
い
自
治
会
活
動
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
模
原
市
は
昨
年
政
令
指
定

都
市
へ
移
行
し
、
私
た
ち
は
、
22
の
区

域
ご
と
に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
知

恵
を
出
し
合
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
自
治
会
は
、
こ
の

会
議
の
軸
と
し
て
、
会
議
と
一
体
と
な

り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
地
域
発
展
の
た
め
に
永
年

に
わ
た
り
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
方
々

に
対
し
、
本
連
合
会
と
し
て
感
謝
の
意

を
表
す
た
め
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
治
会
員

の
皆
様
そ
し
て
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
功
労
表
彰
者
（
個
人
）

受賞者代表

理
　
事
　
矢
沢　

静
雄

大
野
中
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
長
谷
川　

光
義

上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
八
木　

次
夫

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
追
切　

睦
廣

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
坂
本　

堯
則

相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
佐
藤
あ
つ
子

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
水
戸　
　

隆

城
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
澤
塚　

正
史

相
模
湖
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
小
林　
　

滿

藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
武
井　

弘
吉

小
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
小
林　

茂
裕

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
野
中　
　

保

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
代
田　
　

昭

中
央
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
鯉
登　
　

茂

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
河
本　
　

博

大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
金
子　

匡
甫

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
小
野
沢
良
雄

津
久
井
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
計
　
平
林　
　

清

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
佐
藤　

彰
夫

清
新
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
岡
田　

茂
利

新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
長
　
田
所　

昌
訓

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
有
泉　

健
一

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

　市内592の自治会、18万世帯の
自治会員の皆様　ご協力いただき、
誠にありがとうございました。

　平成23年７月９日までに自治会員
の皆様からお寄せいただいた義援金

65,933,635円　
　うち　日本赤十字社義援金

33,240,973円　
　がんばれ大船渡銀河連邦応援金

32,692,662円　
　今春より、相模原市自治会連合会で
は、東日本大震災の被災地の復興支援
を目的として、22の地区自治会連合
会とともに市内約18万世帯の自治会
員の皆様に義援金のご協力をお願いし
てまいりました。
　この義援金は自治会員の皆様の被災
地復興にかける想いが絆を通して結実
したものと考えております。
　自治会員の皆様のご協力に、厚く
御礼申し上げます。

相模原市自治会連合会　　　　
会長　田 所 昌 訓　

　地区自治会連合会　会長一同　

東日本大震災義援金のお礼東日本大震災義援金のお礼

新
任
自
治
会
長
研
修
会　

開
催
報
告

新
任
自
治
会
長
研
修
会　

開
催
報
告
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こ
の
欄
で
は
、
各
界
で
活
躍
さ

れ
る
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
新
磯
地
区
に
お

住
ま
い
の
、「
石
川　

龍
二
」

さ
ん
で
す
。

　

石
川
さ
ん
は
、
市
内
新
戸
に

本
社
を
お
く
造
園
・
土
木
工
事

等
を
主
と
し
た
「
株
式
会
社
植

藤
」
の
会
長
で
あ
る
と
と
も
に
、

相
模
原
市
の
「
観
光
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
し
て
も
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。
主
な
経
歴
と
し
て
、

相
模
の
大
凧
文
化
保
存
会
会
長
、

相
模
の
大
凧
ま
つ
り
実
行
委
員

会
会
長
、
新
磯
観
光
協
会
副
会

長
等
、
現
在
も
広
い
分
野
に
お

い
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
新
磯
の
石
川
さ
ん
の

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

相
模
原
市
に
は
ず
っ
と
住
ま
れ

て
い
ま
す
か
？

　

私
は
、
昭
和
15
年
に
東
京
都

世
田
谷
区
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
が
、
昭
和
19
年
に
相
模
原
市

の
新
戸
に
引
越
を
し
て
ま
い
り

ま
し
て
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
相

模
原
市
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

自
治
会
活
動
は
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

　

自
治
会
で
は
、
以
前
新
戸
の

自
治
会
連
合
会
長
や
消
防
団
第

６
分
団
長
と
し
て
活
動
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
自
治
会
と
し
て

の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
更
に
地
域
の
重
要
性
を
確

認
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
活
動
を
す
る
う
え
で
重

要
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　

先
代
の
社
長
よ
り
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
な
に
を

す
る
の
に
も
「
思
い
」
を
大

切
に
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
磯
小
学
校
の
剪
定
を
50
年

以
上
に
渡
り
、
学
校
職
員
の
方

に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
な
が

ら
、
現
在
も
必
ず
毎
年
１
月
７

日
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
地
域
の
つ
な
が
り
に
感
謝

の
思
い
を
こ
め
て
、
先
代
が
作

成
し
た
初
代
ま
つ
の
木
を
新
磯

小
学
校
へ
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

石
川
さ
ん
と
い
え
ば
相
模
の
大

凧
で
す
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

相
模
の
大
凧
に
つ
き
ま
し
て

は
、
20
歳
位
か
ら
凧
の
作
成
等

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

役
員
に
初
め
て
就
い
た
の
は
45

歳
位
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
役

員
に
就
任
後
、
私
は
、『
凧
と

言
え
ば
相
模
原
、
相
模
原
と
い

え
ば
凧
』
と
い
う
全
国
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
構
築
出
来
れ
ば
と
思

い
、
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
「
思
い
」
が
相
模
の
大
凧

セ
ン
タ
ー
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
う
な
ん
で
す
。
平
成
に

入
る
位
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
相
模
の
大
凧
セ
ン
タ
ー
の

設
立
を
夢
に
、
市
へ
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
の
凧
揚
げ
の
開
催
方

法
は
、
新
磯
地
域
の
新
戸
、
上

磯
部
、
下
磯
部
、
勝
坂
の
４
地

区
の
自
治
会
が
中
心
と
な
り
、

４
年
に
一
度
の
輪
番
で
、
凧
揚

げ
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
地
域
一
丸
の
凧
揚
げ
と
は

言
え
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
市
か
ら
は
、
４
地
区
合

同
で
一
つ
の
組
織
に
な
れ
ば
大

凧
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
協
力

す
る
と
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
皆
が
こ
こ
ろ

を
ひ
と
つ
に
し
な
い
と
凧
は
揚

が
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
の
も

と
、
４
地
域
の
保
存
会
で

構
成
す
る
相
模
の
大
凧
文

化
保
存
会
が
組
織
さ
れ
、

技
術
の
継
承
や
広
い
範
囲

で
の
楽
し
い
時
間
の
共
有

が
可
能
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成
15
年
に
市
も
財

政
難
の
な
か
、
相
模
の
大

凧
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
私

ど
も
の
あ
き
ら
め
な
い
思
い

と
、
市
の
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
思
い
が
重
な
り
実
現
し
た

も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

活
動
を
し
て
い
て
、
印
象
的

だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

自
治
会
活
動
も
何
に
お
い
て

も
同
様
で
す
が
、
役
員
の
担
い

手
や
活
動
の
参
加
に
つ
き
ま
し

て
は
、
な
に
よ
り
や
る
側
が
楽

し
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
楽
し
い
と
皆
の
こ

こ
ろ
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
特

に
感
じ
た
の
が
、
５
年
前
ぐ
ら

い
の
凧
揚
げ
の
時
で
す
。
凧
揚

げ
は
例
年
で
す
と
、
５
分
～
長

く
て
も
１
時
間
で
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
の
時
は
、
６
時

間
ぐ
ら
い
揚
が
っ
て
お
り
、
自

分
も
驚
嘆
し
ま
し
た
し
、
特
に

印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は

　

凧
も
次
の
会
長
（
吉
澤	

美
芳

様
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
ま

し
た
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
以
外
の

問
題
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に

力
を
い
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
昨
年
度
に
県
等
と
行
っ

た
の
は
、
ど
ん
ぐ
り
を
子
ど
も

達
が
拾
っ
て
き
た
ら
、
ど
ん
ぐ

り
で
作
っ
た
お
せ
ん
べ
い
を
一

枚
あ
げ
る
と
い
う
、
身
近
に
あ

る
も
の
で
こ
ん
な
こ
と
が
出
来

る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
、
身

を
も
っ
て
体
験
し
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
に
、

日
本
の
身
近
に
あ
る
た
く
さ
ん

の
資
源
が
、
こ
ん
な
も
の
に
も

活
用
で
き
る
ん
だ
よ
と
い
う
信

念
の
も
と
、
様
々
な
業
種
の
知

識
豊
富
な
仲
間
と
相
模
も
の
づ

く
り
研
究
会
と
し
て
チ
ー
ム
を

組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
様
々
な

分
野
で
こ
の
信
念
の
も
と
、
活

動
を
し
て
い
き
い
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

49

相武台下駅

下溝駅

原当麻駅

小田急相模原駅

東林間駅

小田急相模原駅

東林間駅

町田駅

至横浜→

←至八王子

ＪＲ横浜線

古淵駅

Ｊ
Ｒ
相
模
線

相
模
川

史跡勝坂
遺跡公園

南保健福祉センター

南消防署

南清掃工場

相模大野駅相模大野駅

市南区合同庁舎（南区役所）

相模原南警察署

グリーンホール
相模大野

×

相模の大凧センター

れんげの里

当麻山公園

　

芝
ざ
く
ら
ラ
イ
ン

木もれびの森

16

507

51

52

46

C相模原麻溝公園

E相模原麻溝公園競技場 D女子美術大学（女子美アートミュージアム）

A市民健康文化センター

Fれんげの里

B総合体育館

A
B
C

E
D

F

←至八王子

次回は中央区です

南区には様々な施設があり、特に麻溝地区、
新磯地区には、アウトドア派でもインドア
派でも、毎週出掛けても飽きない楽しい
施設・憩いの場が揃っています。

第１回 南区

10月23日リニューアルオープン
ウォータースライダー新設

各種体験教室や創作活動を実施

大小複数の体育施設があり
各種教室も実施

競技場を活用した各種教室を実施 学生の作品展示や
定期的な企画展の開催

自然豊かで幅広い
世代が楽しめます

各区の
見所紹介

石川さん

初代松の木
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相
武
台
地
区
で
は
、
７
月
～
８

月
に
３
週
連
続
し
て
各
自
治
会

（
１
、９
１
７
世
帯
）
に
よ
る
夏
祭

り
・
盆
踊
り
大
会
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
団
地
自
治
会
が
先
陣
を
き
り

大
会
の
盛
り
上
げ
に
あ
た
り
ま
す

が
、
会
場
と
な
る
団
地
中
央
公
園

に
は
毎
年
地
区
内
外
の
子
ど
も
達

を
中
心
に
多
く
の
人
達
で
賑
わ
い

ま
す
。
毎
年
ど
こ
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
育
ち
、
親
に

な
り
里
帰
り
す
る
人
も
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
会
場
内
は
、
人
が

ぶ
つ
か
り
合
う
程
の
盛
況
で
、
二

日
間
で
参
加
者
は
述
べ
一
万
人
を

超
え
ま
す
。
自
転
車
は
７
５
０
台

余
に
も
な
り
、
駐
輪
場
も
い
っ
ぱ

い
で
す
。

模
擬
店
や
踊
り
は
サ
ー
ク
ル
や

各
種
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
楽
し
む

こ
と
に
よ
り
、
大
変
盛
況
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
小
学
生
達

の
「
夏
休
み
の
思
い
出
」
絵
画
展

に
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
思
い

出
が
描
か
れ
て
い
て
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
こ
こ
で
遊
び
回
っ

て
い
た
若
者
に
会
場
設
営
や
模
擬

店
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
力
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
、

自
治
会
加
入
率
の
低
下
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
盆
踊

り
大
会
な
ど
自
治
会
活
動
に
若
年

層
の
参
加
が
増
え
、
自
治
会
活
動

へ
の
理
解
と
加
入
促
進
に
繋
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
若
人
の
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

小
倉
自
治
会
は
、
相
模
川
沿
い

の
水
と
み
ど
り
に
恵
ま
れ
た
168
世

帯
の
自
治
会
で
す
。
自
治
会
加
入

率
は
約
98
％
と
高
く
、
住
民
に
支

え
ら
れ
て
い
る
自
治
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

小
倉
の
自
慢
は
、
何
と
い
っ
て

も
小
倉
橋
で
す
。
小
倉
橋
は
「
か

な
が
わ
の
景
勝
50
選
」

「
か
な
が
わ
の
橋
100

選
」「
相
模
川
八
景
」

に
選
ば
れ
、
平
成
20

年
に
は
「
㈳
土
木
学

会
選
奨
土
木
遺
産
」

に
も
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
16
年
に
は

新
小
倉
橋
が
完
成
し
、

新
旧
２
つ
の
橋
の
対

比
は
と
て
も
美
し
く

相
模
川
エ
リ
ア
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
小
倉
橋
で
毎

年
８
月
16
日
に
「
小

倉
橋
灯
ろ
う
流
し
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
約
５
、０
０
０
人

の
お
客
様
が
来
ら
れ
、

先
祖
や
故
人
を
供
養
す
る
灯
ろ
う

約
700
基
が
放
流
さ
れ
、
川
面
を
静

か
に
流
れ
ま
し
た
。
今
年
は
相
模

原
市
と
交
流
が
あ
る
被
災
地
の
岩

手
県
大
船
渡
市
か
ら
託
さ
れ
た
灯

ろ
う
の
放
流
も
あ
り
ま
し
た
。

小
倉
自
治
会
で
は
、
灯
ろ
う
流

し
開
催
の
た
め
に
自
治
会
員
約
30

人
が
２
日
間
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
会
場
整
備
な
ど
を
行
い

ま
す
。
自
治
会
と
し
て
は
、
こ
の

灯
ろ
う
流
し
を
は
じ
め
多
く
の
行

事
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

中
和
田
自
治
会
は
、
加
入
世
帯

は
２
、３
３
８
世
帯
と
、
大
野
南

地
区
の
中
で
も
大
き
な
自
治
会

で
、
約
100
の
班
に
そ
れ
ぞ
れ
班
長

さ
ん
を
置
い
て
、
色
々
な
事
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
班
長
さ
ん
と

の
連
携
を
密
接

に
行
う
た
め

に
、
ず
っ
と
以

前
か
ら
、
毎
月

全
班
長
さ
ん
が

集
ま
っ
て
班
長

会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、

報
告
事
項
や
連

絡
・
伝
達
な
ど

が
主
な
内
容
で

し
た
が
、
今
期

か
ら
は
会
議
の

前
30
分
ほ
ど
を

講
話
の
時
間
と

し
、
警
察
か
ら

の
安
全
講
話
、

市
地
域
政
策
課

か
ら
の
市
民
に

身
近
な
行
政
の

話
、
先
進
自
治

橋 

本 

地 

区

橋 

本 

地 

区

自
治
会
連
合
会 

　

東
橋
本
第
二
自
治
会
長

原　
　

照
司

相
模
原
郷
土
研
究
家

関
根　

和
行

No.47

橋
本
駅
も
の
が
た
り

　

橋
本
駅
は
、
昭
和
６
年
に

相
模
線
、
平
成
２
年
に
京
王

線
が
乗
り
入
れ
さ
れ
、
現
在

乗
降
客
も
一
日
15
万
人
と
市

内
の
駅
で
は
一
番
で
す
。

　

町
の
発
展
は
、
駅
に
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
苦
労
し
て

私
た
ち
の
自
治
会
区
域
（
64
世

帯
）
は
、
相
模
原
駅
に
近
い
こ
と

か
ら
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア

パ
ー
ト
な
ど
の
集
合
住
宅
が
多

く
、
現
在
、
集
合
住
宅
世
帯
の
加

入
率
は
20
％
を
割
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
の
加
入
者
の
６
割

が
70
歳
以
上
と
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
若

年
層
世
帯
を
中
心

に
自
治
会
へ
の
加

入
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。
そ

の
際
、
決
ま
っ
て

言
わ
れ
る
台
詞
が

「
自
治
会
加
入
の

メ
リ
ッ
ト
は
？
」

で
し
た
。
私
は
、

従
来
の
加
入
案
内

を
配
布
す
る
方
法

で
は
な
く
、
こ
の

決
め
台
詞
を
言
わ

れ
な
い
よ
う
な
具

体
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

あ
る
時
、
若
い
世
代
は
、
自
分

で
葬
儀
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
に
は
戸
惑
う
こ
と
が
多
い

と
い
う
話
し
を
聞
き
、
地
元
の
セ

レ
モ
ニ
ー
会
社
と
提
携
を
し
て
自

治
会
員
な
ら
ば
互
助
会
員
と
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
大
変

好
評
で
し
た
。

こ
う
し
た
、
取
組
み
が
会
員
増

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、今
後
も
加
入
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
な
が
る
企
画
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

供
養
の
灯
り

小
倉
橋
灯
ろ
う
流
し

　
城
山
地
区
自
治
会
連
合
会

　
自
治
会
法
人
　

小
倉
自
治
会

会		

長　

田
野
倉
　
肇

「
夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
」

若
年
層
の

自
治
会
活
動
へ
の
参
加

　
相
武
台
地
区
自
治
連
合
会

　
　
相
武
台
団
地
連
合
自
治
会

会		

長　

佐
藤
　
あ
つ
子

自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
を

探
し
て

　
中
央
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
　
東
第
二
自
治
会

会		

長　

金
丸
　
豊
文

毎
月
の
お
役
立
ち
講
座

　
大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
　
中
和
田
自
治
会

会		

長　

本
間
　
俊
三

会
役
員
か
ら
の
自
治
会
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
講
話
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ど
の
話
も
班
長
と
い
う

役
職
上
必
要
な
話
や
生
活
に
密
着

し
た
講
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
変

好
評
で
す
。
今
後
は
福
祉
の
話
、

特
に
介
護
に
関
す
る
話
題
を
数
回

に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
、
班
長
さ

ん
が
家
族
や
班
員
の
相
談
に
乗
っ

た
り
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東第二自治会のある相模原駅周辺

灯籠流し

大船渡の被害状況について
市職員から説明を受ける班長さん達の様子

生
ま
れ
た
橋
本
駅
の
由
来
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

「
計
画
に
な
か
っ
た
橋
本
駅
」

　

横
浜
線
は
、
明
治
41
年

（
１
９
０
８
年
）
９
月
23
日
に
開

通
し
ま
し
た
。
当
時
、
生
糸
が
輸

出
の
花
形
で
、
盛
ん
に
横
浜
港
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
相
模
原
の
生
糸
も
、
八

王
子
か
ら
最
短
で
横
浜
に
運
ぶ
た

め
、
横
浜
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
っ

て
、
敷
設
計
画
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
東
神
奈
川
、
小

机
、
中
山
、
長
津
田
、
原
町
田
、

淵
野
辺
、
次
は
相
原
、
八
王
子
と

な
っ
て
お
り
、
橋
本
駅
の
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
知

っ
た
相
原
村
村
長
や
相
沢
安
右
衛

門
を
中
心
と
し
た
地
元
有
志
は
驚

き
、近
隣
の
村
々
の
協
力
を
得
て
、

鉄
道
会
社
、
県
庁
へ
再
三
に
わ
た

り
、
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
熱
意
が
伝
わ
り
橋
本
駅
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
駅
設
置
負
担
金
千
円
と
駅
用

地
八
千
坪
の
提
供
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
頃
土
地
１
坪
50
銭
で

し
た
か
ら
金
策
は
大
変
な
こ
と
で

し
た
。

「
橋
本
駅
ゆ
か
り
の
碑
」

　

駅
か
ら
西
に
約
２
０
０
米
、
市

の
駐
輪
場
の
傍
に
橋
本
駅
ゆ
か
り

の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、
明
治
38
年

（
１
９
０
５
年
）
９
月
24
日
、
駅

舎
の
位
置
を
き
め
る
た
め
、
知
事

や
高
座
郡
の
郡
長
ら
が
現
地
を
訪

れ
ま
し
た
が
、当
時
一
面
の
桑
畑
、

麦
畑
で
強
い
日
を

さ
え
ぎ
る
と
こ
ろ

も
な
く
、
ち
ょ
う

ど
、
一
本
の
大
き

な
柿
の
木
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
下

で
決
め
た
と
言
う

こ
と
で
す
。
大
正

15
年
11
月
相
沢
安

右
衛
門
が
自
費
で

記
念
碑
を
建
立
し

ま
し
た
。
こ
の
記

念
碑
は
、
昭
和
59

年
に
相
沢
家
の
庭

内
に
移
設
さ
れ
、

か
わ
り
に
、
こ
の

ゆ
か
り
の
碑
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

相澤家の碑

昭和32年頃の橋本駅

「
自
治
会
報　

さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
・

話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

）へ

ご
案
内
と
お
願
い

ゆかりの碑

河
本
　
　
博
　
有
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健
一
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大
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北
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大
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佐
藤
あ
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塚
　
正
史
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（
相
模
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手
塚
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光
男
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原
　
　
照
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部
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一
　
田
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好
男

 

（
大
野
中
） 

（
新　

磯
）

富
永
　
尚
行
　
矢
口
　
敏
雄

 

（
東　

林
） 

（
津
久
井
）

自
治
会
報
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が
み
は
ら

　
● 

編 

集 

委 

員

夏祭り・盆踊り大会


